
県
内
有
数
の
伝
統
校
で
あ
る
富
山
県
立

富
山
中
部
高
校
は
、
90
年
以
上
に
及
ぶ
歴

史
の
中
で
大
き
な
節
目
を
迎
え
て
い
る
。

２
０
１
１
年
度
、
理
数
科
を
再
編
し
て
、

探
究
科
学
科
（
理
数
科
学
科
、
人
文
社
会

科
学
科
の
総
称
）
を
設
置
。
14
年
度
に
は
、

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ

Ｓ
Ｈ
）
の
指
定
を
受
け
る
と
共
に
、
近
代

的
な
美
術
館
を
思
わ
せ
る
新
校
舎
が
竣
工

し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

学
校
行
事
や
部
活
動
も
活
発
で
、
進
学

実
績
も
好
調
な
同
校
だ
が
、
学
校
を
取
り

巻
く
状
況
は
楽
観
で
き
な
い
と
、
進
路
指

導
部
長
の
中
村
謙
作
先
生
は
強
調
す
る
。

「
県
内
の
18
歳
人
口
は
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
お
り
、
こ
の
二
十
数
年
間
で
半
数

近
く
に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
の
気
質
や
能

力
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
の

『
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
』
の
結
果
を

見
る
と
、
本
県
の
小
・
中
学
生
の
学
力
は

良
好
で
す
が
、
本
校
で
指
導
し
て
い
て
、

主
体
的
に
学
習
す
る
生
徒
は
以
前
よ
り
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
進

路
意
識
の
面
で
も
、
将
来
へ
の
不
安
か
ら

か
資
格
志
向
・
安
全
志
向
に
偏
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
本
校
の
使
命
は
、『
鍛
錬
・
自

治
・
信
愛
』
の
精
神
に
基
づ
い
て
、
自
主
性
・

創
造
性
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
進
学
校
と
し
て
、
地
域
の

期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
改
革
の
必
要

性
を
感
じ
ま
し
た
」

授
業
や
学
校
行
事
、
部
活
動
な
ど
学
校

の
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
通
し
た
全
人
教
育
は
、

同
校
の
揺
る
ぎ
な
い
伝
統
で
あ
る
。
探
究

科
学
科
に
再
編
す
る
前
の
理
数
科
で
も
探

究
学
習
を
行
い
、
授
業
も
教
科
書
の
内
容

を
超
え
た
広
が
り
を
意
識
し
て
き
た
。
し

か
し
、
生
徒
の
潜
在
力
を
引
き
出
す
余
地

が
ま
だ
あ
る
こ
と
を
、
教
師
は
感
じ
て
い

た
。
探
究
教
育
部
長
の
仲
井
美
喜
子
先
生

は
こ
う
指
摘
す
る
。

「
本
校
の
生
徒
は
基
礎
学
力
が
高
い
の

で
、
教
わ
っ
た
内
容
は
ど
ん
ど
ん
吸
収
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
教
科
書
か

ら
離
れ
て
考
え
た
り
、
教
科
横
断
的
に
考

え
た
り
す
る
面
で
は
物
足
り
な
さ
も
あ
り

ま
す
。
主
体
的
に
学
び
を
追
究
す
る
力
を

育
む
た
め
に
、
探
究
科
学
科
を
改
革
の
起

爆
剤
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

そ
う
し
た
課
題
意
識
の
下
、
11
年
度
、

探
究
科
学
科
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。
あ
え
て

困
難
に
立
ち
向
か
い
、
時
代
の
先
覚
者
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
、「
自じ

彊き
ょ
う

先せ
ん

覚か
く

」
を
理
念
に
掲
げ
、
総
合
的
な
人

生
徒
の
主
体
性
の
低
下
、

資
格
志
向
・
安
全
志
向
が
課
題

実
践
事
例
●

富
山
県
立
富
山
中
部
高
校

失
敗
や
試
行
錯
誤
を
経
験
さ
せ
る

探
究
学
習
が「
生
き
る
力
」を
育
む

富
山
県
立
富
山
中
部
高
校
で
は
、
生
徒
の
主
体
性
の
低
下
、
資
格
志
向
・
安
全
志
向
と
い
っ
た

生
徒
の
気
質
の
変
化
を
課
題
と
捉
え
、
探
究
学
習
の
充
実
や
教
科
学
習
の
課
題
の
精
選
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

探
究
学
習
を
通
し
て
教
科
横
断
の
学
び
を
経
験
し
、
失
敗
や
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

生
徒
は
教
科
学
習
の
意
欲
も
高
め
、
受
験
勉
強
に
も
好
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

3

幅
広
い
教
養
を
身
に
付
け
る

１
年
生
の「
基
幹
探
究
」
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特
集

新
課
程
全
学
年
全
面
実
施
年
に
考
え
る
●2

2
0
1
5
年
度
入
試
に
見
る
こ
れ
か
ら
の
指
導
の
あ
り
方

間
力
を
備
え
た
真
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

目
標
と
し
た
。
学
習
の
柱
と
な
る
の
は
、

１
年
生
で
の
「
基
幹
探
究
」、
２
年
生
で
の

「
発
展
探
究
」
だ
（
図
１
）。

１
年
生
で
の
「
基
幹
探
究
」
で
は
、
教

科
横
断
型
の
学
び
で
、
探
究
の
基
礎
と
な

る
考
え
方
や
意
欲
を
育
む
。「
教
科
基
礎
」

で
探
究
学
習
を
進
め
る
上
で
土
台
と
な
る

各
教
科
の
知
識
や
教
科
横
断
的
な
発
想
力
・

思
考
力
を
養
っ
た
後
、
国
語
・
地
歴
公
民
・

数
学
・
理
科
・
英
語
の
い
ず
れ
か
の
ゼ
ミ

に
所
属
し
て
グ
ル
ー
プ
研
究
を
行
い
、
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
の
発
表
を
経
て

研
究
内
容
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。

特
徴
の
１
つ
は
、
文
理
を
問
わ
ず
幅
広

い
学
び
を
追
究
す
る
点
だ
。「
教
科
基
礎
」

で
は
、
国
語
・
地
歴
公
民
・
数
学
・
理
科
・

英
語
の
５
教
科
に
つ
い
て
、
教
科
書
を
離

れ
た
発
展
的
・
学
際
的
な
課
題
に
取
り
組

む
。
例
え
ば
、
地
歴
公
民
で
は
グ
ル
ー
プ

活
動
で
砂
糖
と
コ
ー
ヒ
ー
の
歴
史
を
学
び
、

英
語
で
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏
や

マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
氏
な
ど
の
ス
ピ
ー

チ
を
聴
き
、
最
後
に
自
分
で
ス
ピ
ー
チ
原

稿
を
書
い
て
、
発
表
し
た
。

「
教
科
基
礎
」
で
探
究
へ
の
意
欲
を
喚
起

し
た
後
、
９
月
（
15
年
度
は
10
月
半
ば
を

予
定
）
か
ら
希
望
す
る
教
科
の
ゼ
ミ
に
所

属
し
て
「
課
題
研
究
」
に
取
り
組
む
。
ゼ

ミ
は
、
生
徒
16
人
に
対
し
て
、
２
人
の
教

師
が
担
当
。
８
人
ず
つ
の
少
人
数
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
活
動
す
る
。
探
究
科
学
科

で
は
、
２
年
生
か
ら
理
数
科
学
科
と
人
文

社
会
科
学
科
の
専
門
科
目
が
入
っ
て
く
る

が
、
理
系
希
望
の
生
徒
が
国
語
や
地
歴
公

民
の
ゼ
ミ
を
選
ぶ
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

数
学
科
の
山
口
雄
也
先
生
は
次
の
よ
う
に

語
る
。

「
理
数
科
学
科
で
化
学
の
研
究
に
取
り
組

み
た
い
と
い
う
生
徒
が
、『
１
年
生
で
し
か

出
来
な
い
か
ら
』
と
、『
課
題
研
究
』
で
は

古
典
を
選
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
１
年

生
の
時
に
文
系
の
ゼ
ミ
で
研
究
し
た
こ
と

が
、
２
年
生
で
の
『
発
展
探
究
』
で
役
立
っ

た
と
い
う
理
数
科
学
科
の
生
徒
も
い
ま
す
。

文
理
を
問
わ
ず
幅
広
く
学
ぶ
意
義
を
、
生

富
山
県
立
富
山
中
部
高
校

◎
富
山
県
立
神
通
中
学
校
を
前
身
と
す
る
。
２
０
１
１

年
度
、
理
数
科
を
再
編
し
て
探
究
科
学
科
を
設
置
。

14
年
度
に
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ

Ｓ
Ｈ
）
の
指
定
を
受
け
、
全
校
を
挙
げ
て
探
究
力
・
科

学
的
思
考
力
・
自
己
発
信
力
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

◎
設
立

１
９
２
０
（
大
正
９
）
年

◎
形
態

全
日
制
／
普
通
科
・
探
究
科
学
科
（
理
数

科
学
科
、
人
文
社
会
科
学
科
の
総
称
）
／
共
学

◎
生
徒
数

1
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、北
海
道
大
、東
北
大
、筑
波
大
、東
京
大
、

富
山
大
、
金
沢
大
、
京
都
大
、大
阪
大
な
ど
に
２
５
６
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同

志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
５
３
５
人
が
合
格
。

◎U
R
L
http://w

w
w
.tym

.ed.jp/sc3
3
2
/

富
山
県
立
富
山
中
部
高
校

仲
井
美
喜
子
な
か
い
・
み
き
こ

教
職
歴
28
年
。同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

探
究
教
育
部
長
。「
生
徒
の
良
い
と
こ
ろ

を
見
つ
け
、
褒
め
る
」

富
山
県
立
富
山
中
部
高
校

山
口
雄
也
や
ま
ぐ
ち
・
ゆ
う
や

教
職
歴
９
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

進
路
指
導
部
。「
常
に
前
向
き
に
考
え
て

行
動
し
、
挑
戦
心
を
持
ち
続
け
る
」

富
山
県
立
富
山
中
部
高
校

中
村
謙
作
な
か
む
ら
・
け
ん
さ
く

教
職
歴
28
年
。同
校
に
赴
任
し
て
14
年
目
。

進
路
指
導
部
長
。「『
道
義
為
之
根
』
を
常

に
頭
に
置
き
、
自
分
へ
の
戒
め
と
す
る
」

＊学校資料を基に編集部で作成

■１年次：基幹探究
４～６月 教科基礎
少人数授業（16 人）で国語・地歴公民・数学・理科・英語の
５教科について、それぞれ探究の基礎となる内容を学ぶ。

10 ～２月 少人数ゼミでの研究
教科基礎で興味・関心を持った教科のゼミに所属し、少人数ゼ
ミ形式（８人程度）で課題研究に取り組む。ゼミごとにテーマ
を設定し、調査、実験、資料収集・分析を行う。

２月 研究報告会の開催
ゼミでの研究成果をまとめ、基幹探究報告会でポスターセッ
ション形式の最終発表を行う。発表後、成果を研究レポート集
にまとめ、今後、取り組むべき課題を考察する。

■２年次：発展探究
２～３月（１年次） 研究テーマの決定
各自が出した研究テーマに応じてゼミに所属し、春休みの課題
としてテーマに関するレポートを作成。

４～ 2月 課題研究
生徒同士で話し合ってテーマを決め、グループまたは個人で研
究を進める。

12 月 ３校合同発表会
富山県立富山高校・高岡高校との合同発表会を行い、学校を超
えて研究成果を共有する。

１月下旬 校内での成果発表
課題研究の成果をまとめて校内で発表会を実施し、成果を課題
研究集録としてまとめる。

図１ 「基幹探究」「発展探究」の流れ
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は
な
く
、
答
え
を
導
き
出
す
た
め
に
何
を

調
べ
、
ど
の
よ
う
な
理
論
を
用
い
た
の
か
。

結
果
的
に
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
自
分
で

考
え
工
夫
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、
生

徒
は
学
問
の
広
が
り
や
奥
深
さ
を
知
り
、

そ
れ
が
学
び
の
意
欲
に
つ
な
が
る
の
で
す
」

国
語
の
ゼ
ミ
で
は
『
源
氏
物
語
』
の
研

究
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
が
、
発
表
後
、「
装

束
の
色
や
素
材
な
ど
に
つ
い
て
化
学
的
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法
も
あ
っ
た
」
と
感

想
を
漏
ら
し
た
。
研
究
を
深
め
れ
ば
深
め

る
ほ
ど
、
内
容
の
至
ら
な
さ
や
発
展
の
可

能
性
が
見
え
て
く
る
の
だ
。

探
究
学
習
を
進
め
る
う
ち
に
、
生
徒
の

教
科
学
習
に
取
り
組
む
姿
勢
も
変
わ
っ
て

い
く
と
、
仲
井
先
生
は
指
摘
す
る
。

「
２
年
間
の
探
究
学
習
を
通
し
て
、
生
徒

は
、
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と
や
教
師

か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
を
吸
収
す
る
だ
け
で

な
く
、『
な
ぜ
、
そ
う
な
る
の
か
』
と
い
っ

た
と
こ
ろ
ま
で
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
内
容
が
全

て
で
は
な
い
と
体
験
的
に
知
る
こ
と
で
、

よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
思
考
力
が
鍛
え
ら
れ

て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
」

中
村
先
生
は
、「
探
究
学
習
で
の
失
敗
や

試
行
錯
誤
の
経
験
は
、
大
学
入
試
を
乗
り

越
え
る
力
に
も
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。

「
難
し
い
入
試
問
題
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
答
え
を
導
く
ま
で
に
多
く
の
試
行
錯

誤
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
計
算
し
た
り
図

を
書
い
た
り
、
様
々
な
方
法
を
試
し
な
が

ら
考
え
抜
く
。
そ
れ
は
、
失
敗
の
連
続
で

あ
り
、
い
わ
ば
人
生
の
縮
図
の
よ
う
な
も

の
で
す
。
探
究
学
習
で
失
敗
や
無
駄
を
た

く
さ
ん
経
験
し
て
お
く
こ
と
は
、
大
学
入

試
に
必
要
な
思
考
力
や
粘
り
強
さ
な
ど
を

鍛
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
生
を
切
り
開

い
て
い
く
上
で
も
大
き
な
力
に
な
る
の
で

す
」（
中
村
先
生
）

研
究
テ
ー
マ
が
決
ま
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

に
研
究
を
進
め
、
９
月
に
校
内
で
成
果
を

発
表
（
15
年
度
は
１
月
の
予
定
）、
12
月
に

は
富
山
県
立
富
山
高
校
・
富
山
県
立
高
岡

高
校
と
の
３
校
合
同
発
表
会
を
行
い
、
学

校
を
超
え
て
研
究
成
果
を
共
有
す
る
。

生
徒
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
刺
激
と
な

る
の
が
、
３
校
合
同
発
表
会
だ
。
ゼ
ミ
ご

と
に
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
行
う

発
表
と
、
各
校
代
表
者
に
よ
る
全
体
発
表

が
あ
る
。
全
体
発
表
で
は
、
知
識
の
幅
広

さ
や
質
問
の
深
さ
を
競
い
合
う
様
子
が
垣

間
見
え
る
一
方
、
質
の
高
い
他
校
の
発
表

に
刺
激
を
受
け
、「
自
分
た
ち
も
こ
う
い
う

研
究
が
し
た
い
」
と
感
じ
る
生
徒
も
い
る
。

学
校
を
超
え
た
刺
激
だ
け
で
な
く
、
同

校
の
普
通
科
の
生
徒
が
探
究
科
学
科
の
生

徒
か
ら
受
け
る
刺
激
も
小
さ
く
な
い
。

「
部
活
動
や
学
校
行
事
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
大
学

実
習
・
海
外
研
修
な
ど
、
授
業
以
外
の
活

動
は
全
て
、
普
通
科
と
探
究
科
学
科
が
一

緒
に
行
い
ま
す
。
探
究
科
学
科
で
培
っ
た

学
び
へ
の
姿
勢
や
考
え
方
が
、
普
通
科
の

生
徒
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て
お
り
、
逆

徒
も
理
解
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

２
年
生
の
「
発
展
探
究
」
で
は
、
本
格

的
に
探
究
学
習
を
行
う
。
１
年
生
２
月
に

生
徒
各
自
が
仮
テ
ー
マ
を
決
め
、
理
数
科

学
科
は
数
学
・
物
理
・
化
学
・
生
物
、
人

文
社
会
科
学
科
は
国
語
・
地
歴
公
民
・
英

語
の
、
い
ず
れ
か
の
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
。

春
休
み
の
課
題
と
し
て
仮
テ
ー
マ
に
関
す

る
レ
ポ
ー
ト
を
書
き
、
２
年
生
４
月
に
ゼ

ミ
生
が
レ
ポ
ー
ト
を
持
ち
寄
り
、
実
際
に

取
り
組
む
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
る
（
図
２
）。

研
究
は
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
で
進
め
る
。

「
自
分
は
こ
れ
を
や
り
た
い
」「
こ
の
テ
ー

マ
は
重
な
る
か
ら
一
緒
に
や
ろ
う
」
と
い

う
よ
う
に
、
生
徒
同
士
が
話
し
合
い
、
研

究
テ
ー
マ
を
絞
り
込
む
。
そ
の
結
果
、
多
く

て
６
、７
人
、
少
な
い
場
合
は
１
人
１
テ
ー

マ
で
、
そ
の
後
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。

数
学
の
ゼ
ミ
で
は
、
世
界
中
の
数
学
者

が
取
り
組
ん
で
い
る
難
問
に
挑
戦
す
る
生

徒
も
い
る
。
山
口
先
生
は
こ
う
話
す
。

「
研
究
結
果
を
出
す
こ
と
も
重
要
で
す

が
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
プ

ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
調
べ
た
知
識
を
吸
収
す
る
だ
け
で

教
科
書
の
内
容
が
全
て
で
は
な
い

そ
の
気
付
き
が
思
考
力
を
高
め
る

テ
ー
マ
決
定
か
ら
グ
ル
ー
プ
構
成
ま
で

生
徒
主
体
で
進
め
る
「
発
展
探
究
」

図２ 「発展探究」での研究テーマ例（2014年度）

○国語	 「本歌取り研究」

○地歴公民	「現代ウクライナ情勢をみる」「列強が作る小国の思想」
	 「『あいの風とやま鉄道』利用促進の可能性を探る」

○英語	 「Cool Japan Strategies」
	 「The Secret of  " I Have a Dream Speech"」

○数学	 「身近な確率」「素数判定」「ルービックキューブ論」

○物理	 「酸化物高温超伝導体の物性の測定」「ホバークラフトの機体の構造」

○化学	 「高性能Ｍｇ空気電池の開発」
	 「人工イクラ（アルギン酸カプセル）の性質」

○生物	 「ＤＮＡによるアルコールパッチテストの検証」「もやしの成長について」
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特
集

新
課
程
全
学
年
全
面
実
施
年
に
考
え
る
●2

2
0
1
5
年
度
入
試
に
見
る
こ
れ
か
ら
の
指
導
の
あ
り
方

に
普
通
科
の
生
徒
は
探
究
科
学
科
の
生
徒

に
負
け
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
生
徒

同
士
が
高
め
合
う
取
り
組
み
を
意
図
的
に

行
い
、
相
乗
効
果
を
高
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」（
中
村
先
生
）

生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を
後
押
し
す
る

動
き
は
、
教
科
学
習
全
体
に
も
広
が
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、

14
年
度
か
ら
全
教
科
を
挙
げ
て
取
り
組
む
、

課
題
の
精
選
だ
。
提
出
が
必
須
の
課
題
の

量
を
半
分
に
減
ら
し
、
そ
れ
以
上
の
家
庭

学
習
に
つ
い
て
は
、
教
師
が
提
示
す
る
発

展
的
な
課
題
の
中
か
ら
生
徒
が
自
由
に
選

択
す
る
、
ま
た
は
生
徒
が
自
分
で
見
つ
け

て
き
た
課
題
に
取
り
組
ま
せ
る
形
に
し
た
。

「
こ
こ
数
年
、
生
徒
は
教
師
が
指
示
し

な
け
れ
ば
家
庭
学
習
を
し
な
い
た
め
、
教

師
は
不
安
に
な
り
、
ど
ん
ど
ん
課
題
を
与

え
て
し
ま
う
と
い
う
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

生
徒
は
多
す
ぎ
る
課
題
を
消
化
し
切
れ
ず
、

と
に
か
く
提
出
し
な
け
れ
ば
と
解
答
を
見

て
、
答
え
を
た
だ
写
す
だ
け
の
作
業
に
な
っ

て
し
ま
う
。
提
出
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ

て
し
ま
い
、
学
力
が
付
か
な
い
と
い
う
状

況
で
し
た
。
そ
う
し
た
悪
循
環
か
ら
脱
却

し
、
自
主
学
習
の
精
神
を
浸
透
さ
せ
る
た

め
に
、
思
い
切
っ
て
課
題
の
精
選
に
踏
み

切
り
ま
し
た
」
と
中
村
先
生
は
説
明
す
る
。

例
え
ば
、
数
学
で
は
、
基
礎
・
標
準
・

発
展
に
該
当
す
る
３
、４
種
類
の
課
題
を
提

示
し
、
そ
の
中
か
ら
生
徒
自
身
に
取
り
組

む
課
題
を
選
ば
せ
て
い
る
。
英
語
で
も
、

標
準
・
発
展
、
難
関
大
志
望
者
向
け
な
ど
、

習
熟
度
に
応
じ
た
課
題
を
提
示
し
て
い
る
。

課
題
の
適
切
な
選
択
や
自
主
学
習
の
方

法
な
ど
、
家
庭
学
習
に
対
す
る
生
徒
の
不

安
や
疑
問
に
は
、
日
々
の
面
談
で
応
え
る
。

同
校
は
以
前
か
ら
個
人
面
談
を
重
視
し
て

お
り
、
担
任
は
生
徒
１
人
当
た
り
最
低
で

も
年
６
回
、
１
回
30
分
～
１
時
間
の
面
談

を
行
っ
て
い
る
。
生
徒
と
直
接
話
す
こ
と

で
、
生
徒
の
生
活
実
態
や
学
習
・
進
路
へ

の
思
い
を
把
握
し
、
他
教
科
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
支
援
し
て
い
る
の
だ
。

課
題
の
精
選
に
つ
い
て
は
、
教
科
担
当

や
学
年
担
当
の
間
で
何
度
も
議
論
し
た
と

い
う
。
少
な
い
課
題
で
実
績
を
上
げ
て
い

る
他
県
の
実
情
な
ど
も
示
し
な
が
ら
、
育

て
る
べ
き
生
徒
像
、
富
山
中
部
高
校
の
未

来
な
ど
に
つ
い
て
教
師
が
語
り
合
い
、
精

選
の
方
向
で
意
見
の
一
致
を
み
た
。

「
あ
る
時
、
近
隣
の
小
・
中
学
校
の
夏
休

み
の
課
題
一
覧
を
見
て
、
本
校
の
夏
休
み

の
課
題
と
設
定
の
形
式
が
同
じ
だ
と
知
り
、

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
本
校
や
他
の
進
学

校
の
卒
業
生
が
教
師
に
な
り
、
小
・
中
学

校
で
同
じ
指
導
を
す
る
。
そ
の
結
果
、
高

校
の
学
習
ス
タ
イ
ル
が
義
務
教
育
段
階
に

影
響
を
及
ぼ
す
ケ
ー
ス
も
あ
る
わ
け
で
す
。

課
題
依
存
型
の
教
育
か
ら
脱
却
す
る
た
め

に
は
、
何
年
も
の
時
間
が
必
要
に
な
り
ま

す
が
、
本
県
の
教
育
を
牽け

ん

引い
ん

す
る
高
校
の

１
つ
と
し
て
、
本
校
が
率
先
し
て
取
り
組

む
べ
き
問
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
中
村

先
生
）

自
主
学
習
の
精
神
は
徐
々
に
生
徒
の
間

に
浸
透
し
て
お
り
、
教
師
が
提
示
し
た
課

題
の
他
、
自
分
で
選
ん
だ
問
題
集
や
過
去

問
に
取
り
組
む
生
徒
も
現
れ
始
め
て
い
る
。

生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
７
割

の
生
徒
が
「
必
須
課
題
の
量
は
適
切
で
あ

る
」
と
回
答
し
た
。
一
方
、「
自
主
学
習
を

十
分
進
め
ら
れ
た
、
自
分
な
り
に
進
め
ら

れ
た
」
と
い
う
生
徒
は
４
割
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
そ
の
割
合
を
い
か
に
大
き
く
し

て
い
く
か
が
、
今
後
の
課
題
だ
。
引
き
続

き
授
業
や
面
談
な
ど
を
通
し
て
、
陰
に
陽

に
自
主
学
習
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
く
と

い
う
。

公
立
進
学
校
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
大
切
に
し
、
自
律
的
な
学
習
者

の
育
成
を
目
指
す
富
山
中
部
高
校
。
今
後

は
、
更
に
故
郷
愛
を
持
っ
た
国
際
人
の
育

成
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
中
村
先
生
は

抱
負
を
述
べ
る
。

「
本
校
の
生
徒
の
中
に
も
、
将
来
、
世
界

を
舞
台
に
国
際
的
な
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
す
る
者
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ

て
地
域
社
会
の
活
性
化
を
担
う
者
が
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
根
な
し
草
の
よ
う
に
な

る
こ
と
な
く
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ

る
さ
と
に
愛
情
や
誇
り
を
持
ち
、
た
く
ま

し
く
未
来
を
切
り
開
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

そ
う
し
た
人
材
を
育
て
る
こ
と
が
、
地
方

公
立
進
学
校
の
使
命
で
あ
り
、
21
世
紀
の

富
山
中
部
高
校
の
あ
る
べ
き
姿
だ
と
考
え

て
い
ま
す
」

故
郷
愛
を
持
っ
た
国
際
人
の
育
成
が

地
方
公
立
進
学
校
の
使
命

全
教
科
で
課
題
の
精
選
を
行
い

自
主
学
習
の
精
神
を
浸
透
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